
1．志水　秀行　2．1962/1/9
3．慶應義塾大学
4．86年慶應大卒，90年慶應大学院卒．外科学（心臓血管）教授・
外科学教室主任．外科学会理事（教育委員会委員長，邦文誌編集
委員会副委員長ほか），胸部外科学会副理事長，心臓血管外科学会
理事，血管外科学会理事
5．日本外科学会・関連学会・データベース機構などで培ったネッ
トワーク，実務経験を生かし，皆様と共に若手育成，臨床ならび
に学術レベルの向上，サブスぺとの連携，喫緊の課題等に取り組
み，本学会の発展に努めます．
6．現職

1．永川　裕一　2．1969/3/26
3．東京医科大学　消化器・小児外科学分野
4．2011 年 –　東京医科大学　外科学第三講座　講師
2017 年 –　東京医科大学　消化器・小児外科学分野　准教授
2021 年 –　教授
2022 年 – 現在　主任教授
2024 年 – 現在　東京医科大学病院　副院長
5．日本の外科の国際的プレゼンス向上や国際共同研究の推進に
加え，高難度手術の安全な普及，若手外科医の増加と教育・育成
に尽力し，日本外科学会のさらなる発展に貢献したいと思います．
6．現職

1．藤野　明浩　2．1970/8/24
3．慶應義塾大学医学部
4．1996 年慶應義塾大学医学部を卒業．一般・消化器外科研修の
後，小児外科を専攻．米国MGH留学，国立成育医療研究センター
診療部長等を経て，2023年より慶應義塾大学医学部外科学（小児）
教授を務めている．
5．小児外科は少子化の問題に直面しており今後の方向を正しく
見定めねばならない．東京の小児外科の現場と日本外科学会を結
ぶ役割を果たしつつ，生涯の仕事として魅力的でやりがいがある
外科を志す若手を募りたい．
6．現職

1．池田　徳彦　2．1960/11/16
3．東京医科大学呼吸器甲状腺外科学分野
4．1990 年東京医科大学大学院修了，2008 年より東京医科大学外
科（現，呼吸器甲状腺外科）主任教授．2018 年日本外科学会理
事．2022 年から 2024 年まで理事長．現在，次期会頭．
5．外科領域の横断的学会として教育事業を強化し，会員が新しい
技術・知識を修得する支援をいたします．外科医の労働環境の改
善，ダイバーシティ推進，若手外科医のキャリア形成に尽くして
まいる所存です．
6．現職

1．北川　雄光　2．1960/10/19
3．慶應義塾大学　外科
4．学歴　
1986 年 3 月　慶應義塾大学医学部卒業
職歴
2017 年 8 月　慶應義塾大学病院病院長，慶應義塾理事
2025 年 5 月　慶應義塾副学長・常任理事
5．本学会代議員として学会の発展，若手の育成に貢献して参りま
す．
6．現職

1．神崎　正人　2．1967/3/15
3．東京女子医科大学　呼吸器外科
4．1993年東海大学医学部卒業．同年東京女子医科大学外科学（第
一）入局．2017 年 1月東京女子医科大学外科学（第一）教授・講
座主任（現　呼吸器外科，教授・基幹分野長）
5．女性・若手外科医の育成，キャリア支援，ロボット手術をはじ
め低侵襲手術の普及活動を行ってまいりました．これらの経験を
活かし，日本外科学会の発展に尽力したいと考えています．
6．再任
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1．新浪　　博　2．1962/1/16
3．東京女子医科大学　心臓血管外科
4．群馬大学医学部卒業後，東京女子医科大学循環器外科へ入局，
米国，豪州での研修後帰局．順天堂大学，埼玉医科大学を経て
2017 年に東京女子医科大学心臓血管外科教授．2024 年 10 月東京
女子医科大学理事就任．
5．多くの優秀な外科医の育成を目指し，外科医の処遇改善，ト
レーニングシステムの構築等に積極的に取り組みます．また海外
支援事業の経験を活かし，日本外科学会の更なる国際化に尽力す
る所存です．
6．現職


